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1977 年(昭和 52)年からは母校である東京藝術大学に勤め、在任中であった 1994(平成
6)年に 63 歳で他界している。 
細川は彫刻家としての生涯の中で、幾つもの主題の下に様々な彫刻表現を展開して
いる。その作家活動の初期である 1955 年頃には、石膏直付け技法により人体や動物
等をモチーフとした具象的な作品を制作しているが【図 0-2】、一転して 1960 年代に
はセメントを用いた巨大な抽象彫刻の連作を行っている【図 0-3】。60 年代の後半には、



























































































































って見ていく。また、第 3 節では細川の故郷に対する思いについて触れる。 
次に第 2 章では、細川の彫刻制作における主題ごとに、その内容と変遷の背景につ
いて考察する。よって第 2 章では、細川の制作を主題ごとに、以下の 9 節に分け、そ
れぞれに論考していく。第 1 節では、1955(昭和 30)年から 1960(昭和 35)年の間に制
作された石膏直付け技法による制作について、その背景となった戦後の日本における
イタリア彫刻の受容を踏まえて考察する。第 2 節では、1962(昭和 37)年から 1967 (昭
和 42) 年にわたって制作された、セメントによる抽象彫刻の連作である「装飾古墳シ
リーズ」について考察を行う。同時に、日本の彫刻界への諸素材の普及や、抽象彫刻
の台頭といった時代背景について論じる。第 3 節では、1967、68（昭和 42、43）年
に制作された《自分自身》、《栄養剤「わかもと」》について見て行き、背景となったア













こととする。第 1 節では石膏直付け技法による作品、第 2 節では抽象作品、第 3 節で









細川が模索した日本人としての造形表現について考察を行う。第 3 節では、第 1 節及
び第 2 節における考察を踏まえて、細川の思想の表出のためにあらわされた造形の特









































《作品 1964L2（装飾古墳シリーズ 14）》（鬼の厠） 



















          
【図 0-6】 
《王と王妃 1973》 
















































２ 1960 年代にニューヨークを中心に広まった、大衆文化のイメージを取り込んだ芸術。 
（参考：『アメリカ現代美術展』北海道立帯広美術館 2004 年） 
３「アトリエ訪問 45」『美術新聞』美術年鑑社 1975 年 4 月 p.2 
４『芸術新潮』新潮社 1965 年 5 月号 p.18  
５『信濃毎日新聞 』信濃毎日新聞社 1972 年 10 月 5 日 9 面 
６『日本の屋根 11 月号』信越放送株式会社 1972 年 pp.20-21 
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1.1   生い立ち(1930 年‐1949 年)  
 
細川宗英は 1930（昭和 5）年、長野県松本市に生まれた。父多喜雄、母みのゑ、姉





















































1948（昭和 23）年、文部省による学制改革13が行われ、同年 4 月より、いわゆる六・
三・三制の新学期制が発足した。これにより、細川が通っていた諏訪中学校は長野県
諏訪清陵高等学校となったが、同時に旧制中学を廃止することはなく、移行措置とし
てこの前年度に 4 年次及び 5 年次になった者は、旧制度もしくは新制度を選択し卒業



















った。同年の 7 月 24、25 日に開催された高校昇格記念祭においては、音楽会、演劇
会、絵画展などが行われ、これ以後の同高校の芸術活動の基盤となった部であるとさ
れている18。さらに、細川はこの高校昇格記念祭において、《エロ・グロは滅びよ、こ




















る。こうして、1949（昭和 24）年 3 月に諏訪清陵高校を卒業する。 
細川が東京芸術大学に入学した 1949（昭和 24）年は、同大学が創立した年であっ
た。同大学は同年 5 月 31 日に、旧制東京美術学校を母体とする美術学部と旧制東京音
楽学校を母体とする音楽部を擁するかたちで創立している。細川が受験したこの年の
東京芸術大学の入学試験は、同年の 6 月 10 日から 14 日にかけて行われ、合格発表は























































































およそ 1960（昭和 35）年まで同技法による作品制作が続けられている【図 1-7】。大
学院 2 年次であった 1955（昭和 30）年には、第 19 回新制作協会展に石膏直付け技法
で制作された《鳥になる女》【図 1-7】を初出品し、初入選を果たしている。これ以後、
新制作協会展には 1993 年の第 57 回展まで、毎年作品を出品している。 
1956（昭和 31）年、東京芸術大学専攻科を修了し、同大学彫刻家副手となる。同大



















































1964（昭和 39）年、朝日新聞社主催の日本橋三越にて催された第 15 回選抜秀作美
術展に招待され、セメントによる抽象作品を出品する。このセメントによる非具象彫
刻の連作は「装飾古墳シリーズ」と題され、この頃より 1967 年まで制作されている
【図 1-12】。翌 1965（昭和 40）年には、このシリーズの《作品 1964L2（装飾古墳シ
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リーズ 14）（鬼の厠）》【図 1-12】等、セメントによる一連の作品が評価され、第 8 回
高村光太郎賞を受賞する。また同年には、同シリーズ作品にて第 1 回現代日本彫刻展
において U 氏賞を、スイス I．T．U コンペティションにおいて佳作賞を受賞してい
る。翌年 1966（昭和 41）年には作品 1964L2（装飾古墳シリーズ 14）（鬼の厠）》が
国立京都国際会館庭園に設置される。同じ頃、1965 年～1967 年（昭和 40～42 年）に
は、拓本の方法による版画の制作を行っている。【図 1-13】これは装飾古墳シリーズ
の版画として制作されたものである。 

























する。さらに 1971 年（昭和 46 年）には、曹洞宗の開祖である道元を主題とした作品






1975（昭和 50）年、現代彫刻センターにより企画された第 1 回七刻展に出品する。
この展覧会は土谷武（1926-2004）、加藤昭男（1927-）、掛井五郎（1930-）、堀口泰造
（1916-1999）、岩野勇三（1931-1987）、一色邦彦（1935-）、細川で構成され、以後
10 年間、第 10 回展まで開催されるが、細川は毎年出品している。 






















































院し、1983（昭和 58）年には、第 1 回東京現代野外彫刻展に招待され、《ユカタンの
女》【図 1-18】を出品、優秀賞を受賞するなどしているが、この年に再び肝臓治療の
ため入院することとなる。 






























































































































【図 1- 4】 
《エロ・グロは滅びよ、ここに真実の美は誕生せり》 
1948年 藁、漆喰 

























































1964年  h.110㎝ 
所蔵不明 
【図 1-12】 
《作品 1964L2（装飾古墳シリーズ 14）》（鬼の厠） 





               
 
 
      
 
 
            
 






















1982年 ブロンズ h.200㎝ 
札幌芸術の森 野外美術館 蔵 
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2.1    初期 ― イタリア具象彫刻の受容とその影響 ― 
  



















































































































さらに細川は、石膏直付け技法による制作と並行して、1954 年から 1956 年頃にかけて













し、1967（昭和 42）年までの約 5 年間にわたってこのテーマの下に抽象彫刻表現を追求
している。作品の多くは一辺 150 ㎝程度の大きな作品であり、中には 300 ㎝を越える巨大
なものも制作されている。このうち、代表作と言える 1964(昭和 39)年に制作された《作










































































































































2.3  渡米前の制作 ― アメリカ現代美術の影響とその実践的試み ― 
 
細川は 1968（昭和 43）年、38 歳の時、第 1 回文化庁派遣在外研修員３２として、1 年間
アメリカ、メキシコ、ヨーロッパ各国を見てまわることとなる。この研修中の動向に関し

















































2.4  帰国後の制作 「男と女」、「王と王妃」                



















































































  生と死と、堂々としていとなまれて行く人間の努力。あるいは寂寥（せきりょう） 
になやまされ、あるいは歓喜におどる。 
   しかし、生はいつも平凡に、たえがたい程に平凡に、とめどなく人間を押し流 
  して行く。 
  古代人の力限りの軌跡、痕（こん）跡。 
   ずばぬけて人間の叡（えい）智が輝いている時代であろう現代。 
  しかし、再びはまみえる事もない失われて行くものへの、どうしようもない心 
 の痛み―― 
   生あるものの執念のかたみは宿る、確かなものへと。未来へ新しい歳（とし） 
  のサイクルはまわった、文明の誇りと重荷を負うて。 
   ―人間のきずなは、生命（いのち）あるものの証（あかし）を果てしなく謳 
（うた）い続けるであろう。 
   茜（あかね）色の空、とだえなきつみかさねにはげむ人間に、一つの言葉をえ 
  がかしてほしい。 
















道元を主題とした作品は、初め 1972(昭和 47)年に制作され、その後年を経て 1987(昭和
62)年に 1 点制作されている。また、「地獄草子」、「餓鬼草子」をテーマとして制作された













































































2.6 「孤核シリーズ」 ― 抽象表現への回帰 ― 
 
「地獄草子・餓鬼草子シリーズ」の制作とも多少時期を重ねながら、1979(昭和 54)年か





















































































2.8   晩期の制作 ― 様式的表現への移行 ― 
 















































2.9   「趾」 ― 究極的な風化の表現 ― 
 





























年 展覧会名 出品作品 受賞等 
1955 第 19回新制作協会展 《鳥になる女》、《立つ女のトルソ》 初出品 
1956 第 20回新制作協会展 《三人の立像》、 新作家賞 
    《うつむく女》   
1957 前衛美術の 15人展 《鳥になる女》、《兜の男》、 東京国立近代美術館招待 
    《Ｏ嬢の首》、《壷をのぞく男》、   
    《三人の立像》、《二人》      
  グループ棕櫚会 不明 以後 5回出品 
  第 21回新制作協会展 《トルソ》、《サントゥール》   
1958 第 22回新制作協会展 《壺を担ぐ男》、《鳥》、《闘士》 新会員 
    《坐ったトルソ》、《マスク》    
  第 9回選抜秀作美術展 《副家君の首》 朝日新聞社招待 
1959 世界平和友好祭美術展 《三角帽の男》 佳作賞 
  第 23回新制作美術展 《瀕死のサントゥール》   
1960 第 3回国際具象派美術展 《楯を持つサントゥール》 朝日新聞社招待 
  第 4回現代日本美術展 《男とサントゥール》 毎日新聞社招待 
  第 24回新制作美術展 《砂（馬と人）》、   
    《砂（二つのオブジェ）》   
 
 


































《作品 1964L2（装飾古墳シリーズ 14）》 
（鬼の厠） 















建畠覚造 《道標 2》1969年 






























































































































































２ 「第 2 回日本国際美術展」では、マルティーニの彫刻が 3 点、ファッツィーニとグレコの素描が
それぞれ数点ずつ紹介された。 
３ 青木正弘「20 世紀イタリア具象彫刻と日本」『20 世紀イタリア具象彫刻展』岐阜県美術館 1988
年  
４ 福永 治「ヘンリー・ムーアと日本」『「ヘンリー・ムーア」展』セゾン美術館 1992 年  
５ 前掲『20 世紀イタリア具象彫刻展』p.49  
６ 岩野勇三「じかづけ」『アトリヱ 485』アトリエ出版社 1967 年  p.50   
７ 乗松巌『彫刻と技法』近藤出版社 1970 年 pp.80-81 
８ 細川宗英「マリノ・マリーニとの出会い」『現代の目 東京国立近代美術館ニュース 282』 
1978 年 282 5 月号 マリノ・マリーニ展特集―その 2 p.3 
９ 澄川喜一「彫刻科回想」『東京芸術大学百年史 美術学部篇』p.408 
１０ 細川宗英「マリノ・マリーニとの出会い」『現代の目 東京国立近代美術館ニュース 282』 
1978 年 282 5 月号 マリノ・マリーニ展特集―その 2 p.3 
１１ 吾妻兼治郎「吾妻兼治郎による“AZUMA”」『吾妻兼治郎展』1988 年 現代彫刻センター 
１２ 細川宗英「マリノ・マリーニとの出会い」『現代の目 東京国立近代美術館ニュース 282』 
1978 年 282 5 月号 マリノ・マリーニ展特集―その 2 p.3 
１３ 細川宗英「マリノ・マリーニとの出会い」『現代の目 東京国立近代美術館ニュース 282』 
1978 年 282 5 月号 マリノ・マリーニ展特集―その 2 p.3 
１４  細川明子氏からの聞き書き 
１５ 「細川宗英 年譜」『細川宗英』信濃毎日新聞社 1994 年 p.213 
１６ 『みずゑ 723 号』1965 年 5 月 美術出版社 p. 90 
１７ 『みずゑ 723 号』1965 年 5 月 美術出版社 pp.89-90 
１８ 『20 世紀日本彫刻物語』 2000 年 芸術の森美術館 p.120 
１９ 1941 年東京美術学校彫刻家卒業。ステンレス等の金属を用いた彫刻制作を行う。 











２３『テレビ美術館』「細川宗英『生ける証－日本人の言葉で刻む』」フジテレビ 1978 年 
２４ 細川宗英「制作の合間に」 『信州の東京』長野県人会連合会 1977 年 p.70 
２５『新設日本史図説』浜島書店 2002 年 
２６『みずゑ 723 号』1965 年 5 月 美術出版社 p.90 
２７『みずゑ 723 号』1965 年 5 月 美術出版社 p.89 
２８『みずゑ 723 号』1965 年 5 月 美術出版社 p.89  
２９ 天然顔料の一種。セメント・石灰・プラスター等の粒子間に粒子が分散し、介在または付着す
ることにより目的の色を表すもの。 
３０ 細川宗英「細川宗英 年譜」『細川宗英』信濃毎日新聞社 1994 年 p.213 
３１ 『芸術新潮 3 月号』新潮社 1967 年 p.29 
３２ 文化庁による、新進芸術家海外研修制度。美術、音楽、舞踊、演劇、映画、舞台美術等、メデ
ィア芸術の各分野における新進芸術家の海外の大学や芸術団体、芸術家等への実践的な研修に従事
する機会を提供するもの。（参考：文化庁ホームページ http://www.bunka.go.jp/index.html ） 
３３ ネオ・ダダ[neo-dada] 1950 年代末、当時主流であった抽象表現主義い対立する形で生まれた
ダダ的思想をもった表現主義傾向。ダダ[dada]とは、第一次世界大戦中に起こった反芸術運動。（参
考：『現代デザイン辞典 2003 年度版』株式会社平凡社 2003 年、『現代デザイン辞典 2012 年度
版』株式会社平凡社 2012 年） 
３４ ミニマリスム[minimalisme] 最小限という意味のミニマル[minimal から派生したフランス語。
1960 年代後半、アメリカのアーティストたちが、アートの根本を見直そうと最小限の素材や手法を
使い平面や立体を制作したものが、ミニマル・アートと呼ばれた。その流派、手法をミニマリスム
という。（参考：『現代デザイン辞典 2003 年度版』株式会社平凡社 2003 年） 





美術として世界各国に広がった。（参考：『現代デザイン辞典 2003 年度版』株式会社平凡社 2003
年） 




デザイン辞典 2003 年度版』株式会社平凡社 2003 年） 
３７『アメリカ現代美術展』北海道立帯広美術館 2004 年 
３８ 1960 年（昭和 35）年 3 月頃に結成された前衛美術グループ。篠原有志男、荒川修作らを中心
として活動。（参考：『ネオ・ダダの写真』福岡市美術館 1993 年） 
３９ 細川宗英「わが精神の風土」『細川宗英』信濃毎日新聞社 1994 年 p.207  
４０『信州の東京』長野県人会連合会  1977 年 p.71 
４１『ジョージ・シーガル展』セゾン美術館 1996 年 p.14 
４２『アメリカ現代美術展』北海道立帯広美術館 2004 年 p.97 
４３『アメリカ現代美術展』北海道立帯広美術館 2004 年 p.97 
４４ 小川正隆「奔放にして誠実な模索の軌跡」『細川宗英』信濃毎日新聞社 1994 年 p.15 
４５『南信日日新聞』南信日日新聞社 1970 年 2 月 6 日 6 面 
４６ 細川宗英「歳月の流れに」『信州の東京』長野県人会連合会 1980 年 p.71  
４７ 細川宗英「わが精神の風土」『細川宗英』信濃毎日新聞社 1994 年 
４８ 3 世紀から 9 世紀にかけてメキシコ東部で発展した高度な都市文明。巨大なピラミッドや神殿
を中心に、優れた暦法、数学、絵文字、石彫などを特色とする。（参考：『謎のメキシコ文明を探る
展』読売新聞社 1981 年、『広辞苑 第五版』岩波書店 1998 年） 
４９ 細川宗英「忘れえぬ刻」『新美術新聞』美術出版社 1991 年 10 月 1 日  
５０ 細川宗英「忘れえぬ刻」『新美術新聞』美術出版社 1991 年 10 月 1 日 
５１ 細川宗英「制作の合間に」『信州の東京』長野県人会連合会 1980 年 p.72 










第五版』岩波書店 1998 年、曹洞宗公式ホームページ「曹洞禅ネット」http://www.sotozen-net.or.jp/） 
５５ 平安時代末期～鎌倉時代初期に制作された、地獄のありさまを描いた絵巻物。平安時代中期以





草子・餓鬼草子・病草子』角川書店 1976 年) 
５６ 『新美術新聞』1975 年 4 月 1 日 2 面 
５７ 細川宗英「わが精神の風土」『細川宗英』信濃毎日新聞社 1994 年 p.208  
５８ 曹洞宗公式ホームページ「曹洞禅ネット」より引用 
５９ 『徳島県立近代美術館ニュース№47』2003 年 徳島県立近代美術館 
６０ 諏訪市美術館蔵資料・細川宗英の言説 















６４ 『SAS NEWS`77 vol25』1977 年 創形美術学校 p.2 
６５ 細川宗英「歳月の流れに」『信州の東京』長野県人会連合会 1980 年 p.71  
６６「細川宗英『生ける証―日本人の言葉で刻む』」『テレビ美術館』フジテレビ 1978 年 における
細川の発言 
６７「細川宗英 年譜」『細川宗英』信濃毎日新聞社 1994 年 p.215 
６８ 細川宗英「制作の合間に」『信州の東京』長野県人会連合会 1977 年 p.215 
６９ 公益財団法人八十二文化財団ホームページ（http://www.82bunka.or.jp/index.php）「彫刻家細
川宗英展」より引用 
７０「私の創作風景 彫刻家 細川宗英」『産経新聞サンデーファミリー』産経新聞社 
1985 年 12 月 8 日 
７１ 前掲「私の創作風景 彫刻家 細川宗英」『産経新聞サンデーファミリー』 
７２ 前掲「私の創作風景 彫刻家 細川宗英」『産経新聞サンデーファミリー』 
７３『地域文化 vol.15』八十二文化財団 1991 年 p.8 
７４ 細川昭八「兄のこと」『彫刻家 細川宗英』諏訪市美術館 2005 年 p.57 
７５ 細川宗英「観無水独言(日記)」『彫刻家 細川宗英』諏訪市美術館 2005 年 p.55 
７６「細川宗英 年譜」『細川宗英』信濃毎日新聞社 1994 年 p.215 
７７ 林芳史：「彫刻の淵瀬」『細川宗英』信濃毎日新聞社 1994 年 
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【A 群】首像・胸像 ……9 点（8 点） 
【B 群】全身像・トルソー ……21 点（8 点） 
【C 群】サントゥール・動物 ……14 点（2 点） 


























































































































































































































































































《男とサントゥール》1960 年【図 3-33】 
この作品は現存しないため、写真から確認される限りではあるが、より激しい動勢があ
























































































































3.2.1  「装飾古墳シリーズ」 
 
「装飾古墳シリーズ」は、1962 年から 1967 年の間に、作品集から確認できるものだけ
でもエスキース作品を含め 27 点制作されている。しかしながらその多くが保管の難しさ
から細川の没後に処分されている。残されている作品はブロンズに素材転換されたエスキ
ース作品を含め 15 点程である。このうち、実見調査が可能であった 5 点の作品を主な考
察対象として、その造形について見ていく。 
 
《作品 1964L2（装飾古墳シリーズ 14）（鬼の厠）》1964 年【図 3-39】 
この作品は高村光太郎賞を受賞の対象となった、装飾古墳シリーズの中でも代表作と言









































































3.2.2  「孤核シリーズ」 
 
このシリーズは細川にとって「装飾古墳シリーズ」以来の抽象的彫刻の制作であるが、
1978(昭和 53 年)から 1979(昭和 54 年)の間に 3 点、1986(昭和 61)年に 1 点が制作されて
いる。この中から、1979 年《孤核シリーズ №2》、1986 年《孤核シリーズ S1》につい
て見ていく。 
 






























3.2.3  「趾」 
 
細川の彫刻家としての生涯の最晩年にあたる 1990（平成 2）年から 1992(平成 4)年に制
作された「趾」は、5 つの作品が制作されている。この中から、《趾 №1》、《趾 №2》の
2 点について見ていく。 
 
《趾 №1》1990 年【図 3-52】 
 この作品は「趾」のシリーズとして最初に制作されたものであるが、乾燥した土の質感































































































3.4.1     「男と女」、「王と王妃」   
 
1 年間の在外派遣研修を終え、帰国した細川は、1970（昭和 45）年に《男と女》、1971(昭
和 46)年に《王と王妃》を発表し、以後、「男と女」の主題では 1972(昭和 47)年まで合計 3

















































































































































3.4.2     「道元」、「地獄草子・餓鬼草子シリーズ」 
 
本節では、1972(昭和 47)年、1987(昭和 62)年にそれぞれ制作された「道元」を主題と






























































































































































































































《王妃像 №1》を始めとして、「王妃像」の題を冠された 4 作品について考察を行う。 
 
















































































3.4.5  晩期の制作  
 



















































































































見できる 3 作品について見ていく。 
 


























































































第 3 章   図版   
3.1       
 
 
               
【図 3-1】 
《Ｏ嬢の首》 



















































































































         
【図 3-14】 
《鳥になる女》 











































            
【図 3-18】 
《兜の男》 






























































    
【図 3-24】 
《闘士》 






























































































































《作品 1964L2（装飾古墳シリーズ 14）》（鬼の厠） 





























《作品 1964L-3（装飾古墳シリーズ 16）》 
側面 
【図 3-43】 
《作品 1964L-3（装飾古墳シリーズ 16）》 










《作品 1966L(一)（装飾古墳シリーズ 19）》（甍） 

















【図 3‐46】  
《作品 1966L(一）（装飾古墳シリーズ 19）》(甍）裏面 
【図 3‐47】 
装飾古墳に刻まれたレリーフ 
(左図・大村第七号横穴外壁の馬と犬などの動物群 熊本県 7世紀 ） 
































































































【図 3- 58】 












 【図 3-59】 
《1971 男と女》 





































































































































































































































































 【図 3-87】 
《ユカタンの女》 
1982年 ブロンズ h.200㎝ 










































































































































































































































             
【図 3-108】 
《蛙》 


































































第 3 章 註
 
１ 「1957 年度選抜秀作美術展」陳列目録 1958 年 朝日新聞社 
２ 細川明子氏からの聞き書き（2013 年 4 月） 
３ 「1957 年度選抜秀作美術展」陳列目録 1958 年 朝日新聞社 
４ 「ムーアの言葉 ⅩⅠ」『ヘンリー・ムーア展』東京都美術館 1986 年 
５ 前掲『産業経済新聞』1986 年 9 月 1 日 
６ ギリシア神話に登場するテーマであり、主にルネサンス期に絵画や彫刻の題材とされた。近現代
においては象徴主義や表現主義の画家たちに取り上げられた。彫刻家の中ではアントワーヌ・ブー
ルデル（Antoine Bourdelle 1861-1929 フランス）が同様の主題の絵画を制作している。 
７「第 4 回現代日本美術展」目録 毎日新聞社 1960 年  
８ 細川明子氏からの聞き書き（2013 年 4 月） 
９「第 24 回新制作協会展」カタログ 新制作協会 1960 年  
１０『現代の眼 東京国立近代美術館ニュース』282 5 月号 1978 年 P.4 
１１ 桑原住雄「細川宗英の空間解釈」『みずゑ 723 号』1965 年 5 月 美術出版社 p.84 
１２飛鳥文化財研究所ホームページ http://www.asukanet.gr.jp/ 
１３『テレビ美術館』「細川宗英『生ける証－日本人の言葉で刻む』」フジテレビ 1978 年 
１４『信州の彫刻』信濃毎日新聞社 1975 年 
１５『みずゑ 723 号』1965 年 5 月 美術出版社 p.90 
１６『みずゑ 723 号』1965 年 5 月 美術出版社 p.90 
１７ 細川宗英 年譜『細川宗英』信濃毎日新聞社 1994 年 p.215 
１８『アメリカ現代美術展』北海道立帯広美術館 2004 年 p.97 
１９ 細川明子氏からの聞き書き 
２０ 小川正隆「奔放にして誠実な模索の軌跡」『細川宗英』信濃毎日新聞社 1994 年 p.15 
２１ 小川正隆「奔放にして誠実な模索の軌跡」『細川宗英』1994 年 信濃毎日新聞社 
２２ 『信州の彫刻』 信濃毎日新聞社 1975 年 
２３ 諏訪市美術館蔵資料・細川宗英の言説 
２４ 細川宗英「わが精神の風土」『細川宗英』信濃毎日新聞社 1994 年 p.214  
２５ 宮次男『日本の美術 12 №271六道絵』1988 年 至文堂 p.3 




２７ 『地獄草子・餓鬼草子・病草子』 1976 年 角川書店 
２８ 宮次男『日本の美術 12 №271六道絵』1988 年 至文堂 p.26 
２９ 痔疾の一種。（参考：『広辞苑 第五版』岩波書店 1998 年 
３０「テレビ美術館№147 細川宗英<生ける証―日本人の言葉で刻む>」1978 年 フジテレビ 
３１ 『芸術新潮』新潮社 1965 年 5 月号 p.18  
３２ 細川宗英「歳月の流れに」『信州の東京』長野県人会連合会 1980 年 p.72 
３３「秋の公募展から」朝日新聞（夕刊） 1972 年 10 月 5 日 7 面 





３７ 青冠（ケペルシュ冠）は、エジプト新王国時代第 18 王朝の王、特にアマルナ時代の王が好んで
使用したことで知られる。(大城道則、菊川匡 『古代エジプトへの扉: 菊川コレクションを通して』
文芸社、2004 年 p.116)  
３８ 財団法人八十二文化財団 「彫刻家細川宗英展」ホームページより引用 
３９「秋の公募展から」『朝日新聞』1984 年 10 月 6 日（夕刊） 
４０ 桃山・江戸初期の画家。絵巻物などの技法を消化して大胆な装飾化を加え、水墨画にも新生面
を開く。（『広辞苑 第五版』岩波書店 1998 年） 
４１ 木の枝や篠竹の茎などを施文具にして描かれた文様。（『週刊朝日百科 国宝の美 49』朝日新聞
出版 2010 年 p.14） 
４２ さまざまな太さの粘土紐を土器の胴部、口縁部に貼り付けて、立体的なモチーフを作るために
用いられた文様。（『週刊朝日百科 国宝の美 49』朝日新聞出版 2010 年 p.14） 












第 4 章   細川彫刻における人間を主題とした表現の特質    
  
 





第 2 節では、細川の模索した日本人としての造形表現について考察する。第 3 節では、細
川彫刻における人間を主題とした作品に見られる造形上の特質について、以下の 3 点の側





































































































































































































































4.3     造形の特質 
 
第 1 節及び第 2 節では、細川の彫刻制作の根底にある思想について考察を行った。こう
した細川の思想は、作品においてどのような造形によって表現されているのだろうか。以
下に続く 3 項の観点からその特質について考えていく。 
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